
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む

咳
咳
咳
咳
咳
咳
咳
咳
咳
咳
咳
咳
咳
咳
咳
咳
咳
咳
咳
咳
咳
咳
咳
咳
咳
咳
咳

ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ

４月ＣＰ

Ｐ

㌦

Ｂ

㌦
に
上
昇

震
災
考
慮
し
て
も
高
い

の
声

２ 月
一般出荷

ブ
タ
ン

％
増
加

原
油
・
ナ
フ
サ
先
高
観
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ガ
ス
協
会

に
簡
ガ
ス
協

１
日
か
ら

ＴＯＫＡＩ
Ｈ Ｄ

社
傘
下
に
発
足

万
顧
客

グ
ル
ー
プ
力
最
大
化

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ム
コ
が
３
月

日
、
輸
入
元
売
各
社
に
通

告
し
た
４
月
Ｃ
Ｐ
は
、
ト
ン

当
た
り
プ
ロ
パ
ン
１
㌧
８
７

５
㌦
、
ブ
タ
ン
８
９
０
㌦
で

い
ず
れ
も
前
月
か
ら
上
昇
し

た
。
２
〜
３
月
に
ア
ラ
ビ
ア

ン
ラ
イ
ト

Ａ
Ｌ

原
油
の
月

間
平
均
が
１
バレル
８
・
０
８
５

㌦
（
プ
ロ
パ
ン
換
算
で
１
㌧

約

㌦
）
上
昇
し
プ
ロ
パ
ン

は
前
月
比

㌦
高
、
ブ
タ
ン

は

㌦
高
に
設
定
さ
れ
た
。

Ａ
Ｌ
原
油
と
の
熱
量
換
算

比
は
プ
ロ
パ
ン

・
９
％

（
前
月
は

・
５
％

、
ブ

タ
ン
１
０
０
％
（
同
１
０
４

・
７
％
）
で
、
４
月
の
Ａ
Ｌ

比
と
し
て
は

年
（
プ
ロ
パ

ン

・
１
％
ブ
タ
ン

・
２

％
）
以
来
の
低
い
値
と
な
っ

た
。
ブ
タ
ン
は
ナ
フ
サ
価
格

の
下
落
を
反
映
し
、
プ
ロ
パ

ン
価
格
比

㌦
高
と
３
月
の

Ｐ
Ｂ
値
差
（

㌦
）
か
ら
大

き
く
縮
小
し
た
。

４
月
Ｃ
Ｐ
は
市
況
予
測
の

範
囲
内
だ
が
、
プ
ロ
パ
ン
は

「
３
月
の
Ｃ
Ｆ
Ｒ
（
運
賃
込

み
）
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
見
た

Ｆ
Ｏ
Ｂ
価
値
（

Ｃ
Ｐ
）
は

東
日
本
大
震
災
の
影
響
を
加

味
し
月
間
平
均
で
８
５
５
㌦

程
度
だ
が
、
そ
れ
よ
り
も
高

く
な
っ
た

（
元
売
供
給
担

当
）
と
の
見
方
も
あ
る
。

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

別
の
元
売
は
「
引
き
続
き
中

東
情
勢
の
緊
迫
化
と
震
災
に

よ
る
経
済
先
行
き
不
安
を
背

景
に
、
原
油
価
格
の
方
向
感

が
定
ま
っ
て
い
な
い
。
原
油

が
高
騰
し
た
場
合
は
絶
対
値

か
ら
価
格
上
昇
の
可
能
性
も

あ
る
」
と
し
て
い
る
。

日
本
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
が
３

月

日
に
発
表
し
た
２
月
の

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
需
給
実
勢
に
よ
る

と
、
一
般
用
出
荷
量
は
プ
ロ

パ
ン
が
前
年
同
期
比
０
・
８

％
減
の
１
０
９
万
８
千
㌧
、

ブ
タ
ン
が
８
・
８
％
増
の

万
７
千
㌧
と
な
っ
た
。

プ
ロ
パ
ン
の
需
要
は
横
ば

い
だ
っ
た
が
、
ブ
タ
ン
は
原

油
、
ナ
フ
サ
の
輸
入
価
格
の

先
高
観
を
背
景
に
引
き
合
い

が
活
発
に
な
り
３
カ
月
ぶ
り

に
増
加
し
た
。
総
出
荷
量
は

５
・
４
％
増
の
１
５
１
万
２

千
㌧
。
供
給
量
は
石
油
化
学

が
２
カ
月
続
け
て
２
ケ
タ
縮

小
し
た
が
、
石
油
精
製
が
６

・
１
％
増
の

万
５
千
㌧
、

輸
入
が

・
５
％
増
の
１
０

６
万
４
千
㌧
で
合
計
は

・

３
％
増
の
１
４
８
万
２
千
㌧

と
な
っ
た
。
月
末
の
１
次
基

地
ラ
ン
ニ
ン
グ
在
庫
量
は
前

月
比
１
万
６
千
㌧
減
の

万

１
千
㌧
。
法
定
備
蓄
量
を
加

え
た
１
次
基
地
在
庫
量
は
１

９
８
万
７
千
㌧
で
２
０
０
万

㌧
レ
ベ
ル
を
維
持
し
た
。

コ
ラ
ボ

万
台
突
破
記
念
セ
ミ
ナ
ー
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日
本
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
団
体
協
議
会

（
コ
ラ
ボ
）
は
３
月

日
、
東

京
・
港
区
の
東
京
ガ
ス
で
「
Ｓ

ｉ
セ
ン
サ
ー
コ
ン
ロ
１
千
万
台

突
破
記
念
セ
ミ
ナ
ー
」

写
真

を
開
い
た
。
今
月
か
ら
始
ま

っ
た
１
千
万
台
突
破
記
念
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
発
案
者
で
あ
る
東

京
ガ
ス
リ
ビ
ン
グ
企
画
部
の
内

海
隆
宏
氏
が
基
調
講
演
を
行
い

企
画
の
趣
旨
や
Ｓ
ｉ
コ
ン
ロ
の

営
業
戦
略
上
の
重
要
性
を
説

明
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
・
都
市
ガ
ス
関

係
者
に
一
層
の
普
及
拡
大
を
呼

び
か
け
た
。
主
要
各
社
の
報
告

で
は
、
伊
藤
忠
エ
ネ
ク
ス
ホ
ー

ム
ラ
イ
フ
事
業
本
部
営
業
推
進

課
の
岡
井
映
二
郎
氏
が
シ
ナ
ネ

ン
な
ど
６
社
合
同
の
「
や
っ
ぱ

り
ガ
ス
だ
ね
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

に
つ
い
て
、
大
阪
、
東
邦
、
西

部
の
３
都
市
会
社
が
リ
ー
ス
や

Ｃ
Ｍ
展
開
状
況
を
紹
介
し
た
。

１
千
万
台
突
破
記
念
キ
ャ
ン

ペ
は
、
５
月
末
ま
で
の
期
間
中

ク
イ
ズ
に
答
え
た
人
の
中
か
ら

人
気
シ
ェ
フ
と
パ
テ
ィ
シ
エ
が

選
ん
だ
と
っ
て
お
き
の
食
材
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
も
の
で
、
専

用
サ
イ
ト
も
開
設
。
チ
ラ
シ
の

作
成
依
頼
は
２
５
０
万
枚
を
超

え
「
コ
ラ
ボ
の
活
動
と
し
て
は

こ
れ
ま
で
に
例
の
な
い
規
模
に

拡
大
し
て
い
る

事
務
局

岡
野
氏
は
「
安
心
と
お
い
し

さ
が
全
国
で
支
持
さ
れ
、
発
売

後
わ
ず
か
３
年
足
ら
ず
で
１
千

万
台
突
破
し
た
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
」
と
、
販
売
ト
ー
ク
に
活
用

す
る
際
の
要
点
を
説
明
し
た
。

一
方
で
供
給
エ
リ
ア
の
調
査

デ
ー
タ
を
も
と
に
Ｉ
Ｈ
の
購
入

率
が
今
後
も
高
ま
る
と
指
摘
。

Ｉ
Ｈ
購
入
者
の
Ｓ
ｉ
安
全
機
能

認
知
率
が
約
１
割
と
、
ガ
ス
の

良
さ
を
知
ら
ず
に
Ｉ
Ｈ
に
行
っ

て
し
ま
う
不
戦
敗
の
様
相
に
危

機
感
を
示
し
た
。
一
方
で
、
Ｓ

ｉ
コ
ン
ロ
に
替
え
た
ユ
ー
ザ
ー

の
満
足
度
は
、
安
全
性
を
中
心

に
大
き
く
向
上
。
こ
ん
ろ
に
満

足
し
て
い
る
と
次
期
住
宅
も
ガ

ス
併
用
を
選
ぶ
人
が
多
い
と
い

う
調
査
結
果
も
示
し
た
。

エ
ネ
ク
ス
の
岡
井
氏
に
よ
る

と
「
や
っ
ぱ
り
ガ
ス
だ
ね
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
で
の
ガ
ラ
ス
ト
ッ

プ
こ
ん
ろ
販
売
は
、

年
の
開

始
か
ら
昨
年
ま
で
累
計

万
３

９
３
台
に
上
る
。
Ｓ
ｉ
コ
ン
ロ

が
登
場
し
た

年
か
ら
の
累
計

は
７
万
２
千
台
と
な
り
、
岡
井

氏
は
「

年
度
で

万
台
を
突

破
し
た
い
」と
意
欲
を
示
し
た
。

同
企
画
で
リ
ー
ス
販
売
と
メ

ー
カ
ー
長
期
保
証
制
度
を
実
施

し
て
い
る
こ
と
も
紹
介
。

年

に
始
め
た
７
年
リ
ー
ス
販
売
は

参
加
各
社
に
広
が
り
、
国
の
高

効
率
厨
房
機
器
補
助
金
リ
ー
ス

制
度
の
原
型
に
な
っ
た
。
同
年

の
企
画
開
始
と
同
時
に
ガ
ラ
ス

ト
ッ
プ
の
長
期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

保
証
制
度
を
開
始
、
翌
年
か
ら

エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
で
も
実
施
（
５

年
保
証
）
し
て
い
る
。
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メ
ー
カ
ー
出
荷
状
況

被
災
地
救
援
に
力

コ
ウ
ノ
ウ
ォ
ー
タ
ー
（
本
社
・

横
浜
市
、
東
條
浩
一
社
長
）
は
大

震
災
発
生
以
降
、
山
中
湖
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
で
フ
ル
生
産
を
続
け
て
い

る
。
製
造
工
場
で
増
産
体
制
を
敷

い
て
い
る
が
、
正
確
な
数
量
は
日

々
の
変
化
も
あ
り
、
注
文
数
を
さ

ば
く
の
に
精
一
杯
の
状
況
だ
。

「
特
に
原
発
の
放
射
能
報
道
の

影
響
で
注
文
が
殺
到
、
ワ
ン
ウ
ェ

イ
の
新
規
だ
け
で
３
千
件
を
超
え

て
い
る
」
（
河
野
勝
グ
ル
ー
プ
代

表
）
。

大
丸
エ
ナ
ウ
ィ
ン
（
本
社
・
大

阪
市
、
竹
川
夘
三
郎
社
長
）
の
関

東
支
店
（
か
す
み
が
う
ら
市
）は
、

宅
配
サ
ー
バ
ー
タ
イ
プ
の
「
知
床

ら
う
す
海
洋
深
層
水
純
水
ブ
レ
ン

ド
・
エ
フ
ィ
ー
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
」

の
申
し
込
み
が
急
増
し
、
対
応
が

大
変
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
今

は
ス
ト
ッ
ク
も
あ
り
、
滋
賀
県
の

ボ
ト
リ
ン
グ
工
場
で
の
増
産
は
し

て
い
な
い
。
通
常
の
稼
働
時
間
で

対
処
で
き
て
い
る
。

日
に
は
山

梨
県
山
中
湖
村
に
ア
ク
ア
ボ
ト
リ

ン
グ
第
２
工
場
が
竣
工
す
る
。

受
注
増
に
順
調
対
応

新
規
客
が
急
拡
大

第
２
工
場

日
竣
工

無
休
で
フ
ル
稼
働

全
国
展
開
前
倒
し

コ
ー
ル

万
件
超

平
時
の
２
倍
以
上
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福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
緊
急
事
態
に
伴
い
、
複
数
の

浄
水
場
の
水
道
水
か
ら
基
準
値
を
超
え
る
放
射
性
ヨ
ウ
素
が

検
出
さ
れ
た
。
被
災
地
の
水
確
保
と
あ
わ
せ
安
全
な
水
を
求

め
る
動
き
が
東
日
本
を
中
心
に
広
が
り
、
水
の
需
要
が
急
増

し
て
い
る
。
メ
ー
カ
ー
各
社
の
出
荷
状
況
を
追
っ
た
。

ア
ク
ア
ク
ラ
ラ（
本
社
・
東
京
、

赤
津
裕
次
郎
社
長
）
が
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
向
け
救
援
物
資
で

提
供
し
て
い
る
飲
料
水
の
出
荷
数

量
が
、
３
月

日
ま
で
に

万
５

６
６
０
㍑
（
５
０
０
㍉
㍑
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
換
算
で
約

万
１
千
本
）

と
な
っ
た
。

日
以
降
は
７
万
４

４
０
０
㍑
を
出
荷
す
る
予
定
。

同
社
は
震
災
後
、
グ
ル
ー
プ
で

自
主
的
支
援
を
開
始
し
た
ほ
か
、

関
係
機
関
や
団
体
か
ら
の
要
請
に

応
じ
飲
料
水
を
救
援
物
資
と
し
て

提
供
し
て
い
る
。
「
今
後
も
可
能

な
限
り
支
援
を
行
う
」
方
針
。

福
島
第
一
原
発
事
故
に
伴
う
放

射
能
漏
れ
で
、
東
京
都
な
ど
関
東

圏
の
関
係
機
関
か
ら
水
道
水
問
題

へ
の
対
応
要
請
が
あ
っ
た
。

日

に
は
「
供
給
能
力
の
最
大
化
を
図

り
、
最
大
規
模
の
供
給
体
制
で
商

品
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
」
と
発

表
し
た
。

ト
ー
エ
ル
（
本
社
・
横
浜
市
、

中
田
み
ち
社
長
）
は
ハ
ワ
イ
ウ
ォ

ー
タ
ー
と
ア
ル
ピ
ナ
の
両
ブ
ラ
ン

ド
を
持
つ
が
、
予
想
を
大
幅
に
上

回
る
問
い
合
わ
せ
・
注
文
が
あ

り
、
配
達
ス
タ
ッ
フ
を
臨
時
に
増

員
し
な
が
ら
全
社
挙
げ
て
対
応
し

て
い
る
。

特
に
ア
ル
ピ
ナ
は
長
野
県
大
町

工
場
で
３
交
代
制
を
導
入
。
今
月

末
日
ま
で

時
間
体
制
（
無
休
）

で
フ
ル
稼
働
す
る

「
１
人
で
も

多
く
の
方
に
安
全
・
安
心
な
ピ
ュ

ア
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
届
け
た
い
」
と

の
強
い
思
い
で
操
業
し
て
い
る
。

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ（
本
社
・
静
岡
市
、

西
郷
正
男
社
長
）
は
、
計
画
停
電

の
影
響
を
受
け
な
が
ら
工
場
を
フ

ル
稼
働
、
全
国
向
け
ア
ク
ア
・
ワ

ン
ウ
エ
ー
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
当
初

の
１
日
か
ら
３
月

日
に
繰
り
上

げ
た
。

需
要
は
う
な
ぎ
登
り
で
、
放
射

能
に
よ
る
都
の
乳
児
の
水
道
水
摂

取
制
限
を
発
表
し
た

日
に
は
、

関
東
地
区
だ
け
で
ウ
ェ
ブ
２
０
０

件
、
電
話
３
０
０
件
の
計
５
０
０

件
を
受
注
し
た
。
新
規
受
注
は
数

千
件
規
模
に
な
る
見
通
し
。

ミ
ツ
ウ
ロ
コ
（
本
社
・
東
京
、

田
島
晃
平
社
長
）
で
は
、
バ
ッ
グ

イ
ン
ボ
ッ
ク
ス
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

タ
イ
プ
と
も
に
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー

タ
ー
の
注
文
が
殺
到
し
て
い
る

「
通
常
の
倍
以
上
の
生
産

（
幹

部
）
で
、
計
画
停
電
の
影
響
を
受

け
る
時
間
を
除
い
た
フ
ル
稼
働
で

も
間
に
合
わ
な
い
状
態
だ
。

子
会
社
の
富
士
清
水
が
山
梨
県

に
バ
ッ
グ
イ
ン
ボ
ッ
ク
ス
と
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
そ
れ
ぞ
れ
で
工
場
を
持

つ
が
、
計
画
停
電
の
実
施
時
は
３

時
間
の
停
電
に
加
え
工
場
機
械
の

停
止
前
に
２
時
間
、
再
開
後
に
３

時
間
洗
浄
す
る
た
め
計
８
時
間
の

影
響
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
を
除

く

時
間
の
稼
働
で
対
応
し
て
い

る
が
、
出
荷
が
追
い
つ
か
な
い
状

況
と
い
う
。

一
方
で
容
器
や
キ
ャ
ッ
プ
の
仕

入
れ
先
工
場
が
被
災
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
へ
の
対
応
も
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

岩
谷
産
業
（
本
社
・
東
京
、
大

阪
、
牧
野
明
次
社
長
）
が
全
国
展

開
す
る
天
然
水
宅
配
「
富
士
の
湧

水
」
は
、
大
震
災
に
伴
う
計
画
停

電
の
影
響
で
、
携
帯
電
話
や
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
の「
Ｄ
―
パ
ッ
ク
」

（
３
㌎
ボ
ト
ル
）
の
生
産
出
荷
を

一
時
的
に
停
止
し
て
い
た
が
、
３

月

日
ま
で
に
再
開
、
現
在
出
荷

は
順
調
だ
。

放
射
能
検
出
に
よ
る
１
都
２
県

で
の
乳
児
摂
取
制
限
で
、
受
注
は

殺
到
状
態
に
あ
る
と
い
う
。
販
売

店
系
を
含
め
た
全
体
数
量
は
集
計

中
だ
が
、
サ
ー
バ
ー
生
産
が
間
に

追
い
つ
か
な
い
状
態
で
、
岩
谷
産

業
の
直
売
分
だ
け
で
１
千
件
（
サ

ー
バ
ー
ベ
ー
ス
）
の
新
規
顧
客
を

受
注
し
て
い
る
。

ナ
ッ
ク
（
本
社
・
東
京
、
寺
岡

豊
彦
社
長
）
は
宅
配
水
「
ク
リ
ク

ラ
」
を
提
供
し
て
い
る
が
、
平
時

は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
問
い
合

わ
せ
が
１
５
０
０
件
の
と
こ
ろ
、

３
月

日
に
は
５
万
件
、

日
に

は

万
件
を
超
え
た
。
現
在
も
数

万
件
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
り
に
く

く
な
っ
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
の
新

規
契
約
も
、
１
日
当
た
り
数
百
件

だ
っ
た
の
が
、

日
に
は
１
万
件

以
上
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
と
い

う
。
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
申

し
込
み
を
合
わ
せ
る
と
、
正
確
な

数
字
が
集
計
で
き
な
い
状
態
が
続

い
て
い
る
。

出
荷
量
も
通
常
の
倍
近
く
と
な

っ
て
い
る
。
首
都
圏
で
は
、
申
し

込
み
か
ら
配
送
ま
で
に
２
〜
３
週

間
の
時
間
が
か
か
る
見
込
み
だ
。

原
発
事
故

背

景

に

フ
ル
生
産
を
継
続

日
本
簡
易
ガ
ス
協
会
（
北

嶋
一
郎
会
長
）
は
３
月

日

「
４
月
１
日
か
ら
『
一

般
社
団
法
人
日
本
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ガ
ス
協
会
』
と
し
て

ス
タ
ー
ト
す
る
」
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。

昨
年

月
に
一
般
社
団
法

人
へ
の
移
行
を
申
請
し
、
今

月

日
に
内
閣
総
理
大
臣
の

認
可
を
受
け
た
（
登
記
は
４

月
１
日
付
）
。
地
域
と
と
も

に
歩
み
、
需
要
家
か
ら
愛
さ

れ
、
選
択
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
目
指
す
。

グ
ル
ー
プ
の
新
ロ
ゴ
マ
ー
ク

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
（
本
社
・
静

岡
市
、
西
郷
正
男
社
長
）
と

ビ
ッ
ク
東
海
（
本
社
・
同
、

鴇
田
勝
彦
社
長
）
の
経
営
統

合
に
伴
う
共
同
持
ち
株
会
社

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
（
Ｈ
Ｄ
）
が
１
日
発
足

し
た
。
Ｈ
Ｄ
は
資
本
金
１
４

０
億
円
で
東
証
１
部
に
同
日

付
で
上
場
。
本
社
は
静
岡
市

の
現
本
社
で
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

に
鴇
田
勝
彦
氏
が
就
い
た
。

新
生
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
グ
ル
ー

プ
は
Ｈ
Ｄ
傘
下
の
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ

Ｉ
、
ビ
ッ
ク
東
海
、
東
海
ガ

ス
（
本
社
・
焼
津
市
、
辻
幸

夫
社
長
）
な
ど
グ
ル
ー
プ

社
が
事
業
会
社
と
し
て
各
事

業
に
臨
む
。
第
２
創
業
と
も

言
え
る
Ｈ
Ｄ
体
制
は
、
事
業

の
選
択
と
集
中
、
リ
テ
ー
ル

顧
客
情
報
の
一
元
化
、
資
産

と
組
織
の
最
適
化
な
ど
の
シ

ナ
ジ
ー
効
果
、
顧
客
基
盤
の

相
互
活
用
な
ど
、
グ
ル
ー
プ

が
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
最
大

化
が
目
的
。
全
国
２
２
８
万

件
の
顧
客
、
各
事
業
会
社
の

イ
ン
フ
ラ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
駆
使
し
、
３
月

日
に
前

倒
し
し
た
ア
ク
ア
事
業

の
全
国
展
開
や
１
日
付

で
開
始
し
た
複
合
的

「
介
護
事
業
」
な
ど
新

事
業
分
野
の
拡
大
を
視

野
に
、
以
前
か
ら
標
榜

す
る
究
極
の
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
姿

「
Ｔ
Ｌ
Ｃ
（
ト
ー
タ
ル

ラ
イ
フ
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ

ュ

を
目
指
す
。

新
た
に
経
営
理
念
、

ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
ビ
ジ
ョ
ン
、

バ
リ
ュ
ー
の
４
階
層
か
ら
な

る
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
―
Ｗ
Ａ
Ｙ
」

を
策
定
し
今
後
進
む
道
、
指

針
を
明
示
し
た
。
一
新
し
た

グ
ル
ー
プ
ロ
ゴ
は
「
広
が
り

と
発
信
、
展
開
力
、
シ
ナ
ジ

ー
」
を
意
匠
。
継
続
的
成
長

と
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
図
る
。
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ア
ス
ト
モ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
３
月

日
）

売
上
高
５
５
５
９
億
円

（
前
期
比
１
０
３
０
億
円

増

、
営
業
利
益

億
円
（

億
円
減

、
経
常
利
益

億

円
（
３
億
円
減

、
純
利
益

億
円
（
４
億
円
増

。

Ｃ
Ｐ
上
昇
を
受
け
増
収
と

な
っ
た
。国
内
販
売
数
量
は
、

全
農
と
の
輸
入
基
地
の
提
携

や
大
手
事
業
者
と
の
取
り
組

み
強
化
、
各
エ
リ
ア
の
販
売

事
業
者
へ
の
各
種
施
策
の
推

進
、
産
業
用
燃
転
活
動
な
ど

に
よ
り
、
前
期
比

万
９
千

㌧
増
え
３
２
９
万
４
千
㌧

（
３
・
４
％
増
）と
な
っ
た
。

海
外
取
扱
数
量
は
１
１
２
万

３
千
㌧
減
の
５
１
９
万
３
千

㌧
（

・
８
％
減

。

グ
ロ
ー
ブ
エ
ナ
ジ
ー
（
１

日
）組

織

①
北
海
道
支
社
と

北
東
北
支
社
を
統
合
し
「
北

日
本
支
社

に

支
社
機
能
を

青
森
（
青
森
市
問
屋
町
）
に

置
き
青
森
、
む
つ
、
津
軽
、

秋
田

八
戸

道
南
、
石
狩
の

７
支
店
体
制
②
北
陸
支
社
と

中
部
支
社
を
統
合
し
「
中
部

支
社
」
に
。
支
社
機
能
は
福

井（
福
井
市
成
和
）で
福
井
、

石
川
、
岐
阜
の
３
支
店
体
制

〔
人
事
〕
北
日
本
支
社
長

（
北
東
北
支
社
長
）
常
務
新

美
勉
▽
中
部
支
社
長
（
北
陸

支
社
長
）
常
務
執
行
役
員
大

澤
眞
一
▽
経
営
企
画
本
部
長

（
中
部
支
社
長
）
執
行
役
員

鳥
越
勝
美
▽
保
安
統
括
本
部

長
（
北
海
道
支
社
長
）
同
梅

田
利
和
▽
執
行
役
員
財
務
経

理
本
部
長（
内
部
監
査
室
長
）

北
野
年
宣

岩
谷
産
業

〔
組
織
〕
①
本
社
管
理
部

門
の
業
務
本
部
業
務
部
、
物

流
部
、情
報
企
画
部
を
廃
止
、

機
能
を
新
設
の
「
業
務
部
」

に
統
合
②
本
社
営
業
部
門
の

電
子
・
機
械
本
部
の
電
子
部

材
部
を
廃
止
、
機
能
を
電
子

機
器
部
に
移
管
③
国
内
地
域

営
業
部
門
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
水

戸
支
社
と
つ
く
ば
営
業
所
を

統
合

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
茨
城

支
店
」
に
改
称
④
山
陰
支
店

を
廃
止
、
機
能
を
新
設
の
広

島
支
店
「
山
陰
営
業
部
」
に

移
管
⑤
海
外
営
業
部
門
に

「
中
東
駐
在
員
事
務
所
」
を

新
設

以
上
１
日

〔
人
事
〕
兼
岩
谷
瓦
斯
非

常
勤
顧
問（
営
業
部
門
管
掌
）

取
締
役
副
社
長
執
行
役
員
宮

川
隆
史
▽
取
締
役
副
社
長
営

業
部
門
管
掌
（
専
務
マ
テ
リ

ア
ル
本
部
担
当
兼
電
子
・
機

械
本
部
担
当
兼
自
然
産
業
本

部
担
当
）
執
行
役
員
檀
原
雅

▽
兼
セ
ン
ト
ラ
ル
石
油
瓦
斯

非
常
勤
顧
問
（
総
合
エ
ネ
ル

ギ
ー
本
部
長
兼
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
部
担
当
）
専
務
兼
執
行

役
員
武
田
英
祐
▽
解
く
業
務

本
部
長
、
常
務
兼
執
行
役
員

種
池
寛
▽
常
務
（
取
締
役
）

同
産
業
ガ
ス
・
溶
材
本
部
副

本
部
長
牧
瀬
雅
美
▽
同
関

東
、
首
都
圏
担
当
（
同
社
長

室
長
）
同
廣
田
博
清
▽
同
総

合
エ
ネ
ル
ギ
ー
本
部
長
兼
水

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
担
当
（
同

総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
本
部
副
本

部
長
兼
マ
ル
ヰ
ガ
ス
部
長
兼

調
達
部
長
）
同
谷
本
光
博
▽

解
く
電
子
部
材
部
長
、
取
締

役
執
行
役
員
電
子
・
機
械
本

部
長
野
上
千
俊
▽
解
く
総
合

エ
ネ
ル
ギ
ー
本
部
副
本
部
長

兼
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
ガ
ス
部
担

当
、
常
務
執
行
役
員
イ
ワ
タ

ニ
ダ
イ
レ
ク
ト
社
長
根
本
正

志
▽
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
本
部

副
本
部
長
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
近

畿
支
社
長
兼
リ
テ
ー
ル
部

長
）
同
渡
辺
雅
則
▽
ア
イ
・

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
顧
問
（
広

報
・
社
会
関
連
部
長
）
同
伊

藤
理
以
▽
解
く
岩
谷（
中
国
）

会
社
総
経
理
、
同
中
国
総
代

表
兼
岩
谷

中
国

会
社
薫
事

長
高
橋
修
▽
セ
ン
ト
ラ
ル
石

油
瓦
斯
顧
問
（
総
合
エ
ネ
ル

ギ
ー
本
部
副
本
部
長
東
部
担

当
）
同
小
野
尊
司
▽
岩
谷
マ

テ
リ
ア
ル
顧
問
（
米
国
岩
谷

会
社
社
長
）
同
白
川
博
司
▽

常
務
執
行
役
員（
執
行
役
員
）

ハ
イ
ド
ロ
エ
ッ
ジ
社
長
平
洋

二
郎
▽
同
中
国
副
総
代
表
兼

岩
谷
（
中
国
）
会
社
薫
事
兼

総
経
理
（
同
九
州
支
社
長
）

眞
部
晴
夫
▽
同
（
同
）
エ
ネ

ル
ギ
ー
東
北
支
社
長
兼
マ
ル

ヰ
ガ
ス
・
石
油
部
長
兼
ホ
ー

ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
長
兼
リ
テ

ー
ル
部
長
黒
瀬
豊
樹
▽
同

（
同
）
経
営
企
画
部
長
間
島

寛
▽
同
（
同
）
エ
ネ
ル
ギ
ー

中
国
支
社
長
兼
リ
テ
ー
ル
部

長
奈
佐
隆
▽
同
（
同
）
竹
本

克
哉
▽
Ｉ
Ｇ
Ｎ
近
畿
顧
問

（
中
国
支
社
長
）
執
行
役
員

桝
田
俊
広
▽
総
合
エ
ネ
ル
ギ

ー
本
部
副
本
部
長
東
部
担
当

（
監
査
部
長
）
同
岩
谷
直
樹

▽
産
業
ガ
ス
・
溶
材
本
部
副

本
部
長
（
首
都
圏
支
社
長
）

同
生
地
寛
行
▽
社
長
室
長
兼

総
務
人
事
部
長
（
産
業
ガ
ス

・
溶
材
事
業
統
括
室
長
）
同

太
田
晃
▽
取
締
役
執
行
役
員

（
常
務
執
行
役
員
総
合
エ
ネ

ル
ギ
ー
本
部
副
本
部
長
）
渡

辺
雅
則
▽
同
執
行
役
員
（
同
）

マ
テ
リ
ア
ル
本
部
長
（
宮
代

正
明
）
▽
同
、
執
行
役
員
総

合
エ
ネ
ル
ギ
ー
本
部
副
本
部

長
東
部
担
当
岩
谷
直
樹
▽

同
、
同
産
業
ガ
ス
・
溶
材
本

部
副
本
部
長
生
地
寛
行
▽

同
、
同
社
長
室
長
兼
総
務
人

事
部
長
太
田
晃
▽
執
行
役
員

（
上
席
理
事
）
総
合
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
統
括
室
長
工
藤
信

司
▽
同
（
同
）
広
報
・
社
会

関
連
部
長
児
島
恒
久
▽
同

（
同
）
産
業
ガ
ス
・
溶
材
本

部
ガ
ス
技
術
・
開
発
室
長
渡

辺
聡
▽
同
（
同
）
九
州
支
社

長
岩
永
友
孝
▽
同
（
同
）
技

術
部
長
兼
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

部
長
宮
崎
淳
▽
同
（
同
）
関

東
支
社
長
兼
宇
都
宮
支
店
長

山
本
裕
▽
同
（
同
）
業
務
部

長
江
田
一
道
▽
同
（
理
事
）

総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
本
部
副
本

部
長
兼
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
ガ
ス

部
長
稲
田
和
正

以
上
１
日

▽
岩
谷
瓦
斯
社
長
（
取
締
役

副
社
長
執
行
役
員
）
宮
川
隆

史
▽
セ
ン
ト
ラ
ル
石
油
瓦
斯

社
長
（
専
務
執
行
役
員
）
武

田
英
祐
▽
監
査
役
（
常
務
執

行
役
員
）
種
池
寛
▽
岩
谷
物

流
社
長
（
監
査
役
）
加
藤
泰

平
▽
退
任（
常
務
執
行
役
員
）

イ
ワ
タ
ニ
ダ
イ
レ
ク
ト
社
長

根
本
正
志
▽
ア
イ
・
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
社
長
（
同
）
伊
藤

理
以
▽
セ
ン
ト
ラ
ル
石
油
瓦

斯
専
務
（
同
）
小
野
尊
司
▽

岩
谷
マ
テ
リ
ア
ル
社
長（
同
）

白
川
博
司
▽
Ｉ
Ｇ
Ｎ
近
畿
社

長
（
執
行
役
員
）
桝
田
俊
広

以
上
６
月
下
旬

カ
メ
イ
（
１
日
）

震
災
復
興
に
全
社
挙
げ
て

取
り
組
む
た
め
、
既
に
発
表

し
た
４
月
１
日
付
の
組
織
・

人
事
を
す
べ
て
取
り
消
す
。

新
た
な
組
織
・
人
事
は
次
の

通
り
。

〔
組
織
〕
物
流
改
革
室
を

廃
止
し
災
害
復
興
推
進
室
を

設
置〔

人
事
〕
▽
解
く
専
務
、

取
締
役
河
村
光
保
▽
兼
東
京

支
店
長
、
取
締
役
佐
藤
隆
彰

▽
静
岡
支
店
長
（
宮
城
支
店

法
人
営
業
課
長
）
齋
藤
譲
一

▽
法
人
営
業
部
副
部
長
（
法

人
営
業
部
業
務
課
長
）
佐
藤

清
悦
▽
災
害
復
興
推
進
室
長

（
物
流
改
革
室
長
）
小
林
哲

也
▽
他
社
出
向
（
東
京
支
店

長
）
鈴
木
恭
▽
管
理
部
長
付

（
静
岡
支
店
長
）
前
川
典
夫

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

経
済
産
業
省
は
３
月

日
、
東
日
本
大
震
災
で
入
荷

が
困
難
に
な
り
出
荷
継
続
が

懸
念
さ
れ
る
鹿
島
液
化
ガ
ス

共
同
備
蓄
鹿
島
事
業
所
に
対

し
、
隣
接
す
る
神
栖
国
家
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
備
蓄
基
地
の
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
約
４
万
㌧
（
全
量
プ
ロ
パ

ン
）
を
放
出
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。
４
月
４
日
か
ら
開

始
す
る
。
国
備
放
出
は
初
。

４
万
㌧
は
、
東
北
地
方
で

昨
年
３
月
に
販
売
さ
れ
た
量

の
約
４
割
に
当
た
る
。

日

現
在
、
東
北
地
方
で
は
７
基

地
中
４
基
地
が
出
荷
不
能
の

状
態
。
鹿
島
事
業
所
は
桟
橋

近
く
に
大
型
貨
物
船
が
座
礁

し
て
い
る
た
め
、
輸
入
船
が

着
桟
を
拒
否
す
る
事
例
が
相

次
ぎ
、
在
庫
量
が

％
程
度

に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
た
。

放
出
で
減
る
国
備
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
は
、
大
分
共
備
大
分
事
業

所
の
同
量
の
所
有
権
を
国
に

移
転
し
て
確
保
す
る
。

１
日
、
日
本
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協

会
で
会
見
し
た
岡
村
雄
治
石

油
流
通
課
企
画
官
は
「
東
京

湾
に
比
べ
こ
こ
か
ら
な
ら
福

島
と
２
往
復
で
き
る
と
聞
い

て
い
る
。
（
２
回
目
の
放
出

は
）
鹿
島
港
が
機
能
回
復
す

る
か
で
決
ま
る
」と
述
べ
た
。

適
用
さ
れ
た
法
律
は
国
家

備
蓄
石
油
（
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
）
の

交
換
に
関
す
る
も
の
だ
が
、

今
回
の
ケ
ー
ス
は
想
定
外
と

い
う
。
岡
村
企
画
官
は
「
現

政
権
は
や
れ
る
こ
と
は
全
部

や
ろ
う
と
い
う
ス
タ
ン
ス

で
、
弾
力
的
な
運
用
と
思
う
。

被
災
者
の
燃
料
を
切
ら
さ
な

い
た
め
全
力
で
支
援
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

経済省

初
の
国
備
放
出
決
定

神
栖
基
地

鹿
島
共
備
に
４
万
㌧
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（５） ２０１１年（平成２３年）４月４日（月曜日） プロパン・ブタンニュース （第３種郵便物認可）（５） ２０１１年（平成２３年）４月４日（月曜日） プロパン・ブタンニュース （第３種郵便物認可）


